
静岡職業能力開発促進センター

月　日 時刻

6時間合計時間

カリキュラム作成のポイント

・在庫の役割を理解し、在庫管理の在り方について学ぶ
・生産、販売のあり方に合わせた在庫管理システムの構築方法について学ぶ
・在庫削減／適正化の方法について学び、演習を通して自社の在庫削減の方向性を検討する

令和７年
9月10日（水）

9:30～16:30

昼休憩
12:00～13:00

１．在庫管理システム構築
・最適在庫管理方式実現
・ストックポイントの設定
・在庫管理方式の選定
・在庫管理システム運用に必要となる在庫管理基準の設定
・在庫管理に活用できるツール、ソリューション

【演習】在庫量設定（安全在庫量の計算演習）

２．在庫削減／適正化の進め方
・在庫削減／適正化の狙い
・在庫削減／適正化のステップ
・サプライチェーン全体から見た在庫削減の全体像

【演習】自社の在庫管削減／適正化の方向性検討

・なぜ在庫の適正化が必要かを経営に対するインパクトから理解
する
・在庫の役割（8つの役割）
・在庫のメリットとデメリット（ものづくりにおける在庫の功罪）
・在庫の種類とその機能

２．在庫管理とは
・在庫管理の対象
・在庫管理業務とその機能（他の管理業務との関連）
・在庫管理の重点管理指標

【演習】自社の在庫に関する課題整理

コースのねらい
　在庫管理システムを活用した在庫削減をめざして、在庫管理業務の意義と役割を理解し、在庫管理システムを正常に機能させるため
に在庫管理制度を維持する方法や他の管理システムの計画情報との連動について習得する。

「基本項目」 「主な内容」
訓練時間
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講
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1 ■　在庫管理について

2 ■　在庫管理システム

１．在庫とは

3.0

3.0

カリキュラム
機構施設名：
実施機関名： 株式会社日本能率協会コンサルティング

Ａ．生産管理
007 在庫管理システムの導入

製品出荷・在庫管理
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